
 

 

 

 

 

 

１ 趣旨 

今日、地域生活課題が複雑化・複合化するなか、地域住民をはじめ関係機関・団体等が

連携して解決に取り組み、相互に助け合う「地域共生社会」の実現が求められています。 

このため、地域の中で支援を必要とする人を発見し、必要な支援へつなぐとともに、包

括的支援体制の構築に向けた新たな仕組みづくりに中心的な役割を担う人材の確保がま

すます重要になっています。 

そこで本研修は、こうした役割の担い手として、「地域福祉コーディネーター」を養成

し、本県地域福祉の更なる推進を図ります。 

 

○地域福祉コーディネーターとは？ 

「様々な福祉施策やサービス、また福祉活動を行っているＮＰＯ、ボランティア等の情

報など、地域の福祉課題を解決するために利用できる多くの手段・情報等に精通した人材

（引用：「宮崎県地域福祉支援計画：平成２８年 3 月」）」であり、様々な調整を行いなが

ら、地域の福祉課題の解決に向けてリーダーシップを発揮することが期待される人物です。 

 

２ 主催 

社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会 

 

３ 日時及び会場 

 日    時 会    場 

１日目 
令和８年７月１３日（月） 

１０：００～１６：００ 

宮崎県福祉総合センター  

人材研修館 ３階 中研修室 

（〒880-8515 宮崎市原町 2－22）  

２日目 
令和８年９月１８日（金） 

９：５０～１７：１０ 宮崎県福祉総合センター  

人材研修館 ４階 大研修室 

（〒880-8515 宮崎市原町 2－22） 
３日目 

令和９年２月１５日（月） 

１０：００～１６：００ 

    

４ 参加対象者 

社協職員、社会福祉施設職員、NPO・ボランティア団体関係者、地域福祉の推進に意欲

的に携わっている方で、３日間全てのプログラムに参加できる方 

 

 

 

令和８年度 地域福祉コーディネーター養成研修 

開催要綱 

 



５ テキスト 

  本研修では、『改訂 みんなでめざそう！ 地域づくりとソーシャルワークの展開』

（全社協出版部）を使用します。各自、事前に購入し研修時に御持参ください。 

福祉の本出版目録 https://www.fukushinohon.gr.jp/book/b10135429.html 

 

６ 定員 

 ５０名程度 

 

７ 受講料 

無 料 

 

８ プログラム 

日 程 時 間 内 容 

7/13（月） 

9：30～10：00 受付 

10：00～10：10 開会挨拶／オリエンテーション 

10：10～10：50 

（40分） 

行政説明 

 「宮崎県地域福祉支援計画と地域福祉コーディネーターについて(仮)」 

 講師：宮崎県福祉保健部 

※宮崎県地域福祉支援計画を踏まえ、本県の地域福祉を取り巻く状況

や地域福祉コーディネーターの位置づけ、期待される役割、活動状況等

について学びます。 

10：50～11：00 

（10分） 
休憩 

11：00～12：00 

（60分） 

講義① 

 「地域福祉コーディネーター活動がもたらす効果」 

  講師：九州医療科学大学 教授 川﨑 順子 氏 

※地域福祉コーディネーターの役割・機能を踏まえ、地域福祉コーディ

ネーター活動がもたらす効果について学びます。 

12：00～13：00 

（60分） 
昼食・休憩 

13：00～14：00 

（60分） 

実践報告 

 報告者：未定 

 コーディネーター：九州医療科学大学 教授 川﨑 順子 氏 

※先輩地域福祉コーディネーターの実践を通して、県内の地域福祉コ

ーディネーターの活動状況を共有します。 

14：00～16：00 

（120分） 

※随時休憩 

講義②＆グループワーク 

 「地域生活課題の解決に向けたソーシャルワーク」 

  講師：九州医療科学大学 教授 川﨑 順子 氏 

※地域生活課題の捉え方、地域共生社会の理念、包括的支援体制が

必要とされる背景、様々な機関との連携・協働等について、ソーシャルワ

ークの視点から講義やグループワークを通して学びます。 

https://www.fukushinohon.gr.jp/book/b10135429.html


７月中旬～

9月中旬 

【復習動画視聴】 

講義①「地域生活課題のとらえ方」（30分） 

講義②「地域共生社会とは何か」（30分） 

講義③「なぜソーシャルワークが求められているのか」（15分） 

講義④「ソーシャルワークの基礎」（15分） 

講義⑤「ソーシャルワークの主要な機能」（15分） 

9/18（金） 

9：20～ 9：50 受付 

9：50～10：00 オリエンテーション 

10：00～10：30 

（30分） 

演習① 

 「地域共生社会の理念と地域づくりを担う

実践者への期待」【復習動画の振り返り】 

※復習動画による講義を振り返るとともに、

各々の地域の特性や地域生活課題の状

況、地域づくりへの取組の現状等を共有しま

す。 

≪演習講師≫ 

小林市社会福祉協議会 

 有木 幹生 氏  

        

日向市社会福祉協議会    

   林 美咲 氏 

 

≪アドバイザー≫ 

九州医療科学大学 

 教授 川﨑 順子 氏 

10：30～12：00 

（90分） 

※随時休憩 

演習② 

 「本人・家族の困りごとや生きづらさを理解

する」【ニーズの発見とアセスメント】 

※制度の枠組みにとらわれず、生活課題を

包括的に把握する力を学びます。 

12：00～13：00 

（60分） 
昼食・休憩 

13：00～14：30 

（90分） 

※随時休憩 

演習③（90分） 

 「本人・家族を支えるネットワークづくり」【地

域住民や関係機関との連携】 

※社会資源についての理解と本人・家族を

支えるネットワークづくりの必要性について

学びます。 

14：30～16：00 

（90分） 

※随時休憩 

演習④（90分） 

 「本人・家族を支える地域づくり」【協働によ

る社会資源の開発】 

※社会資源開発や地域づくりの仕組みにつ

いて理解するとともに、住民主体の地域づく

りの重要性を理解し、ソーシャルアクションに

ついて考えます。 

16：00～17：00 

（60分） 

演習⑤（60分） 

 「研修のリフレクションとアクションプランの

作成」 

※グループでの意見交換を通じて、今後の

取組について考えます。 

17：00～17：10 事務連絡 



3日目開催１～２週間前 【事前課題】「研修受講後の実践リフレクション」作成 

2/15（月） 

 9：30～10：00 受付 

10：00～10：10 オリエンテーション 

10：10～11：10 

（60分） 

演習⑥ 

 「研修受講後の実践のリフレクション」 

  講師：九州医療科学大学 教授 川﨑 順子 氏 

※研修で得た学びを活かし、アクションプランをどのように実践に移すこ

とができたかを振り返ります。 

また、実践の中で新たに気づいたことや課題等を共有し、さらなる専門性

の向上と実践の推進に繋げます。 

11：10～11：20 

（10分） 
休憩 

11：20～12：20 

（60分） 

実践報告 

 報告者：未定 

 コーディネーター：九州医療科学大学 教授 川﨑 順子 氏 

※先輩地域福祉コーディネーターの実践を通して、今後の実践のヒント

を獲得します。 

12：20～13：20 

（60分） 
昼食・休憩 

13：20～15：20 

（120分） 

※随時休憩 

演習⑦ 

 「地域福祉コーディネーターとしてのプラン作成」 

  講師：九州医療科学大学 教授 川﨑 順子 氏 

※これまでの学び、気付き、取組、出会いを振り返りながら、地域の福祉

課題解決に向けた取組の企画立案等を行います。 

15：20～15：35 
まとめ（15分） 

 九州医療科学大学 教授 川﨑 順子 氏 

15：35～16：00 事務連絡 

※ 主催者の都合により、内容が変更になる場合があります。 

※ ２日目は、生活困窮者自立支援制度人材養成研修の宮崎県研修を兼ねて実施する 

ため、県・市の生活困窮者自立支援制度の担当者及び生活困窮者自立相談支援機関 

の相談支援員等も参加します。 

 

９ 参加申込方法 

（１）宮崎県社会福祉協議会のホームページにある各種申込及びアンケートまたは下記申 

込フォームより、６月１９日（金）までにお申込みください。 

   申込フォーム≪ https://www.mkensha.or.jp/application/619.html ≫ 

※ 参加申込が完了した場合は、【受付完了メール】が届きますので、申込内容の確認 

をお願いします。なお、メールが届かない場合は、申込みが完了しておりませんの 

で、再度申込みいただくか、事務局まで御連絡ください。 

 

 

 

https://www.mkensha.or.jp/application/619.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）定員を超える場合は、受講できないこともありますので御了承ください。 

なお、受講決定等のお知らせはいたしませんので、事務局から連絡がない場合は受講

決定と御判断ください。 

 

10 その他 

（１）昼食については、各自で御準備ください。 

なお、御持参された弁当等を会場内でおとりいただくことは問題ありません。 

（２）市町村名、事業所名、氏名、役職を記載した参加者名簿を作成し、参加者に配布し

ます。 

また、３日間全てプログラムを受講された方へ修了証を発行します。修了者につきま

しては、「地域福祉コーディネーター連絡名簿」へ登録を行い、市町村行政、市町村社

会福祉協議会等から要請があった際は名簿及び連絡先を提供します。 

その他、参加申込み時に取得した個人情報につきましては、本研修の運営のみに使用

し、他の目的に使用することはありません。 

 

≪事 務 局≫ 
宮崎県社会福祉協議会 地域・ボランティア課（担当：筒井）   
〒880-8515 宮崎市原町 2-22宮崎県福祉総合センター本館３階 
TEL：0985-25-0539  FAX：0985-31-6575 県社協マスコットキャラ 

みふくちゃん  


